
★帰国者共同墓地の清掃作業への
ご参加のお願い

中国帰国者共同墓地は平成１０年に飯田日中友好協会

が設置し、以後墓地利用者と飯伊帰国者連絡会が日常の

管理を行っています。お彼岸に合わせ、下記のとおり墓

地の清掃とお参りを行います。ぜひ大勢の皆さんのご参

加をお願いします。

＊日時 ９月１９日(土)

午前８時～１時間程度

＊場所 飯田霊地公園内

中国帰国者共同墓地

＊持ち物 軍手、鎌など

＊作業内容 墓地内草とり、 除草剤散布、墓碑の拭

き掃除など。清掃後墓参

(問 合 せ 先 飯田日中事務局 池田 0 90 -40 94 -20 84)

4日(火）飯田日中友好協会理事会／喬木村

9日(日）2･3世向日本語教室／阿智

10 日(月・祝）鎮魂の夕べ／満蒙開拓平和記念館

。 20 日(木）高齢者向け日本語教室／豊丘はつら

23日(日）2･3世向日本語教室／阿智
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先月 7月の活動日誌
12日(日）2･3世向日本語教室／阿智
16日(木）高齢者向け日本語教室／豊丘はつらつ
19日(日）2･3世向日本語教室／阿智
27日(月）長野県日中友好協会理事会/長野市
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「鎮魂の夕べ２０２０」の開催

毎年８月に開催してきた「鎮魂の夕べ」ですが
今回は３密を避ける観点からやむなくイベントは
中止と判断いたしました。
ただ、今年は戦後７５年の節目の年です。

体験者が少なくなる中、この歴史をどう伝え、残
していくのかが問われています。
そこで、インターネットを使った催しを下記の

とおり開催します。

インターネットライブ配信要項 (視聴事前予約制)

日時 2020年 8月 10日（月・祝） 午後 4時～

第１部／体験談、メッセージ紹介（午後４時～）

第２部／語り部講話（午後４時半～）

「集団自決をひとり生き残って」

久保田 諫さん（長野県旧河野村開拓団）

第３部／リレートーク（午後６時～）

テーマ 「向き合う勇気と伝える希望と」

・胡桃澤伸さん（劇作家・精神科医）

・藤井宏之さん（岐阜県黒川村開拓団遺族会長）

・大橋春美さん（中国帰国者２世・中学校教諭）

・寺沢秀文館長（満蒙開拓平和記念館館長）

２０２０年度第１回理事会を開催
８月４日、2020 年度の第１回理事会を開催し、年間の事業計

画の立案、当面の事業の具体的計画、記念館事業への協力等に
ついて審議を行いました。
今年は、戦後７５年、日中友好協会創立７０周年の年にあた

りますが、新型コロナの影響でさまざまな団体の事業が延期、
中止を余儀なくされています。
１１月に北京で開催が予定されていた「日中友好交流会議と

日中友好協会創立７０周年記念祝賀大会」は、コロナの影響で
今年度は中止、来年度以降へ延期となりましたが、10 月、11
月には長野県日中、日中全国本部の記念事業が予定されていま
す。コロナの早期鎮静を願いながら、状況を慎重に見極めつつ、
参加協力していきます。
満蒙開拓平和記念館の恒例事業「鎮魂の夕べ」もこれまでの

方法で開催することは難しいものの、インターネットによるラ
イブ配信という新しい方法で開催されることとなりました。こ
れまでどうり満蒙開拓平和記念館を強力に支援し、事業にも積
極的に参加協力します。
また、中国帰国者や飯伊帰国者連絡会への支援を継続して

行うなど、地域に根ざした活動を「地道に、前向きに」積み重
ねてまいります。(8月以降の主な事業掲載)

８月 満蒙開拓平和記念館 「鎮魂の夕べ」へ参加、協力

８月１０日(月・祝) 午後 4 時より
※ 詳細については、右記をご参照ください

９月 帰国者共同墓地（飯田霊地公園）の整備草取作業の実施
９月１９日(土) 午前８時より清掃、墓参

10 月 日中友好協会創立 70 周年記念講演会と祝賀のつどい参加
(長野県日中友好協会主催)

１０月１日(木) 午後１時３０分より
長野市ホテル犀北館にて
講演講師 東大大学院教授 高原明生氏

11 月 日中友好協会創立７０周年記念祝賀大会
(公社)日中友好協会主催 詳細は後日決定の予定

12月 国際交流の夕べ（飯田国際交流推進協） 中止決定

1月以降の事業について、実施は未定(恒例の事業を掲載)
１月 飯田日中 理事会、新春交流会の開催

２月 県日中、中国帰国者への理解を深める集い参加

県日中、友好スキー交流会参加協力

３月 飯田市中国帰国者交流会参加協力

「小さな世界都市ＩＩＤＡ」事業協力

年間通じて
※中国帰国者日本語教室、高齢者向け

サロン教室を開催
※「飯田日中ニュース」の発行、飯田日中ホームページの更新


